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自己紹介（1）
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【経歴】

【研究分野】

     がん、エピジェネティクス

1986年 東京大学医学部卒業、病院勤務を経て

1989年 がん研究振興財団リサーチレジデント
（国立がんセンター研究所）

1994年 国立がんセンター 発がん研究部 
室長、その後、部長、分野長

1997年 東京大学大学院医学系研究科 博士（医学）

2011年 国立がんセンター研究所 上席副所長

2020年 国立高度専門医療研究センター
医療研究連携推進本部 副本部長

2022年 星薬科大学 学長  現在に至る
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[Ushijima et al., J Gastroenterol, 41:401, 2006; Nat Rev Cancer, 6:172, 2006; Gastroenterol, 131:1647, 2006]
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自己紹介（2）



戦略目標
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背 景（１）

⚫ 生物の表現形質 ＝ ゲノム × 様々な環境因子への曝露
ゲノムの個人差：知見が蓄積

環境因子：因子の違いや曝露の仕方による健康への影響については発展途上

⚫ エクスポソーム：

分子・細胞・個体など多階層における環境曝露の総体 (Wild, 2005)

⚫ しかし、

ライフコース全体を統合的に捉えることには課題多数。

5



背 景（２）
⚫ 国際的には、EUを中心に大規模なエクスポソーム研究が進展、

気候変動に伴う環境曝露の変化に焦点が移動。
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⚫ 複合的環境曝露の生体影響の理解と介入のためには、

○曝露の生体記憶の仕組み、 

○世代を超えるメカニズム、への挑戦が重要。

⚫ 日本では、独自の強みを活用する時：

• 生命科学（人類遺伝学・細胞生物学・分子生物学など）の強い基盤

• 情報科学の発展

• コホート、データベース、生体試料、計算機資源

• ものづくり技術

• 国土の生物多様性や生活様式など



⚫ 多階層（分子、細胞、個体、生態系等）において、生物と環境の複雑か
つ多様な相互作用、環境曝露の生体記憶、世代を超える影響について
のメカニズム解明

⚫ 最終的には、ヒトの健康と環境に資する基盤技術の創出

⚫ 生物が生存活動により環境に影響をもたらし、その結果、環境から生
物への影響がどのように変化するかについても理解を深化

研究領域の概要
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• 曝露・生体応答に関する測定技術の開発

• モデル構築による健康維持・疾患予防 など

• 複合曝露や曝露タイミングの意義の解明

• 生体における曝露記憶

• 世代継承メカニズムの解明 など

• 生物による環境変化の生態系への影響解明 など



研究領域のイメージ
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① エクスポソームを測定・可視化する技術の開発
②生物による環境変化が生態系に与える影響の解明
③ 生物のライフコースにおけるエクスポソームの影響の解明
④ 健康リスク因子の同定と制御

本領域の達成目標

さきがけで実施することによる学際的研究の推進と各研究間連携による相乗効果を期待
新しいエクスポソーム研究により、国際的な先駆者を輩出を目指す

エクスポソーム

エクスポソームの多階層解析
• 多層的に生物と環境の相互作用を解析
• 測定技術の構築

曝露の蓄積と世代継承
• 環境因子の曝露記憶
• 次世代への影響の解明

環境の生体影響の予測と制御
• 生体影響の因果関係を抽出
• 生体影響のモデル構築
• 予測・制御技術の開発

生物のライフコース

新たな着眼・挑戦

生命科学 情報・数理 環境科学 化学・計測 他× × ×



募集方針
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生物と環境の相互作用は多様かつ膨大

• 低濃度や長期曝露などの影響を新たに捉えること

• 環境因子を網羅的に捉えること

さきがけの研究期間で結論を得ることは難しい

【求める研究提案】

キラリと光って、国際的な発展の端緒をつかめる研究提案を！

•重要な環境因子を解明・評価するための手法の開発

•曝露影響が生体に記憶、世代を超える新規メカニズムの研究

•モデル構築による環境因子の生体影響の予測と制御

など



研究提案例（１）
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環境曝露が生体に記憶される状態を、作用過程を踏まえつつ、

分子・細胞レベルで精緻に計測・モニタリングする技術を開発する。

• 低用量曝露、発生期・思春期などクリティカルな時期における曝露、

複合曝露の測定など

• 非侵襲、マルチスケール、時系列、反応にかかる時間差も考慮した

測定技術など

（１）曝露・生体応答に関する測定技術の開発

⚫ 項目（１）から（３）はあくまで例示

⚫ 複数項目に取り組む研究構想も重要

⚫ 斬新な研究提案を自由に発想いただくことを歓迎

【写真・イラスト：ピクスタ】



研究提案例（２）

環境曝露が生物に記憶、次世代に及ぶ影響のメカニズムを、必要に応じモ

デル系（モデル物質、培養系、モデル生物など）を用いつつ明らかにする。
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• 生体影響を記憶する分子の特定、曝露の影響が世代を超える

メカニズムの解明など

• なぜクリティカルな時期があるのか、順序を含めた複合曝露が特

別な影響を示す仕組み、低用量曝露の生体影響の解明など

（２）生体記憶・世代継承メカニズムの解明

【写真・イラスト：角谷教授、ピクスタ】



（３）環境の生体影響の予測と制御

研究提案例（３）

⚫ モデル系や既存のビッグデータ・試料などを活用し、多階層の複雑な環境

曝露から生体影響の因果関係を抽出し、健康に資する予測・制御の可能性

を検討する。

⚫ 検証する方法が同時に提案されることが望ましい。
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• 曝露・生体応答の測定や蓄積されたデータに基づき、多階層での曝露を

可視化する AI等を利用したモデル構築

• 将来の健康や疾患を予測する原理や技術の開発など

• 臨界点の予測や未病状態への介入方法など

【写真・イラスト：ピクスタ】



領域アドバイザー
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https://www.jst.go.jp/kisoken/boshuu/teian/top/ryoiki/ryoiki_p05.html

異分野から領域アドバイザーをお迎えします。（10名程度想定）

公開可能となりましたら随時お知らせします。
※ 最新情報はホームページをご参照ください。

ゲノム、エピゲノム、ヒトマイクロバイオーム
発生学、毒性学、疫学
微粒子工学
応用微生物学
植物代謝学
生態学、数理生物学

などをカバー頂く予定

https://www.jst.go.jp/kisoken/boshuu/teian/top/ryoiki/ryoiki_p05.html


研究費と研究期間

１課題あたり直接経費にて総額4000万円（上限）

提案内容に応じて調整を行う可能性あり

研究費

研究期間
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３年半以内 （2026年度～2029年度）

＊研究費が提案内容に則して適切に計上されているかについても
評価の対象とします 

＊ここに示した研究費総額は上限額であり、小規模予算で行う
 研究提案を除外するものではありません



提案書作成の留意点

（１）本研究領域には学際的アプローチが不可欠であり、コミュニティが異なる研
究者にも提案研究の意義と独創性・優位性が伝わるよう、論理的にわかりや
すく記載してください。

（２）提案書の各セクション（様式2_研究構想、様式3_提案の独創性・優位性な
ど）において

（３） 本研究領域では、エクスポソーム研究のうち、新たな発想・着眼に基づ
き、蓄積した基盤を活用し、国際的に広がりうる研究開発を対象としますの
で、提案にあたって留意してください。
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•  冒頭の1段落は論文のアブストラクトのように簡潔に、各セクションで求められてい
る内容に対する結論まで記載してください。

• 2段落目以降は、所定のページ数の範囲で、提案根拠を具体的に記載してくださ
い。



領域運営

• 領域内外での連携による相乗効果、さきがけ終了後の発展的な

研究展開に向けた国内外の人脈形成も重要と考えています。

• そのために、さきがけ研究者ご自身が短期と長期のビジョンをもち、さら

なる飛躍の契機としていただくことを期待します。

• 新しいエクスポソーム研究により、将来的な国際的先駆を目指す先鋭的

な研究に挑戦できるよう、さきがけ期間内での成果と終了後の発展との

バランスを踏まえて、研究総括・領域アドバイザーがさきがけ研究者へ

の助言を行います。

異分野の研究者が領域内に集うことで、飛躍を促進します
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国際的な先駆者の輩出に取り組みます

【写真・イラスト：ピクスタ】



研究総括からのメッセージ
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✓思いっきり独自の発想で提案してください！

✓申請書の書き方も大事です。

✓終わったときに「これをやったぞ」が残るように、でも、
楽しみましょう。

✓さきがけの仲間は格別です！

⚫ 目的は、背景と分けて数行で。期間内と研究全体も区別して。

⚫ なぜその研究が大事なのか、分野以外の人にも分かるように。

⚫ 専門家も見ますので、世界での競争力も正確に。

⚫ 成果が出そうだとわかるように、これまでの蓄積と予備的成果を。

⚫ エクスポソーム領域のどこに貢献するのかも明確に。
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募集・選考スケジュール

日 程 項 目

4月17日（金） 募集開始

4月24日（金）本日 募集説明会

6月2日（火）正午 募集〆切 ＜厳守＞

6月下旬～7月中旬 書類選考会

7月上旬～7月中旬 書類選考通過者への連絡期限

7月中旬～8月上旬 面接選考会（オンライン）

本さきがけ「エクスポソーム」研究領域のみ  （注：他のさきがけ研究領域は5月26日が〆切です）

募集に関する問い合わせ： rp-info@jst.go.jp



一般的なご質問への回答（１）

エクスポソームの対象となる環境因子を詳しく

対象となる環境因子は有害なものでなくてはならないでしょうか？
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⚫ 有害である必要はありません。対象とされる環境因子が最終的にヒトの健康や疾患に関
与、または人類に影響する合理的な根拠を示して頂ければと思います。

⚫ 腸内細菌叢などヒト・動物の外界と通じた体内環境は含まれます。
⚫ 環境中の細菌のみならず、ウイルスや寄生虫も含まれます。
⚫ 精神的ストレスなども含まれます。

それぞれの研究として十分な競争力を示して頂くことが必要です。

⚫ 環境因子の由来は、生物由来でも、人工物質でも、自然物でも構いません。なぜ重要な
なのかをご説明頂ければと思います。

⚫ 一方、腫瘍微小環境など、外界と通じていない、もしくは、特定の疾患の特定の状態の
みに関与するものは、対象としての優先度が下がると考えます。

自分でデータを取得しないモデル構築も対象ですか？

⚫ 既存の信頼できるデータを活用して、環境因子への曝露影響に関するモデル構築を、構
築したモデルの検証法とともにご提案頂くことは歓迎です。



一般的なご質問への回答（２）

測定が難しい環境因子も対象になりますか？

応募者、共同研究者としてどのような研究者を想定していますか？
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⚫ 測定が難しかった環境因子も、様々な工夫で測定方法が開発されていると思います。世
界の研究者に認められるような測定法の開発は、提案として評価されます。

⚫ 一方、測定結果の信頼性が不確実なまま先に進む提案は、提案として評価が高くはなら
ないと思われます。

⚫ 応募者は、独立して研究を推進できる研究者であることが大前提ですが、共同研究が必
要な事項が含まれることは問題ありません。

⚫ 提案に関わる共同研究は具体的であることが望ましいと考えます。

⚫ 将来性ある研究者に、ジェンダー、施設等バランス良くご参画頂きたいと考えています。

解析対象は、ヒトに加えてどの範囲のモデル生物ですか？

⚫ ヒト解析の方がモデル生物より優れているとは限りません。研究対象とする現象・事象に
応じて、最適な生物をお使い頂くことが望ましいと考えます。

⚫ 一方、環境による影響が最終的に人類にどのように影響するのかが不明な提案は、評
価があまり高くはならないと思われます。

※さきがけ個人研究者以外の共同研究者に、研究費を配分することはできません。
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